
川西市フレイル改善短期集中プログラムフロー図 (事業開始後から3 か月終了まで)

フレイル改善 P(フレイル通所型 C)開始

通所型サービス

プログラム実施

通所サービス 2回/週

1回 1.5～3時間

健康観察

運動機能向上ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

DVD・Youtube を活用した

フレイル予防講話

自宅で出来るｾﾙﾌﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの指導

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開始 1か月目
体力測定・本人の主観の変化について聞き取りを月 1回実施

(フレイル通所型C)、地域包括職員によるモニタリング

フレイル訪問型C
担当地域包括支援センターとリハビリ専門職が自宅へ訪問し本人、ご家族にモニタリングを実施、生活課題の

変化と今後の課題を整理するとともに、社会資源(卒業先)の情報提供を実施する。

※訪問予定日 1 週間前には兵庫県版フレイルチェック票を担当リハビリ専門職に送付しておく。

自立支援型地域ケア会議

対象者は、福祉用具利用者、または、今

後、介護保険サービス利用の可能性が高

い利用者のみ実施。

フレイル通所型 C終了

社会資源を活用する場合

介護保険サービスを利用する場合

介護予防ケアプランに移行

介護予防

ケアマネジメントB 継続

継続

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開始 2か月目
体力測定・本人の主観の変化について聞き取りを月 1回実施

(フレイル通所型C)、地域包括職員によるモニタリング

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開始 3か月目

社会資源に参加

体力測定・本人の主観の変化について聞き取りを月 1回実施

(フレイル通所型 C)、地域包括職員によるモニタリング

兵庫県版フレイルチェック票の実施


